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３　耐震改修等の目標の設定

(1)  建替等に伴う更新による耐震化率の推計
今後の8年間においても、建築物の老朽化等に伴う建替えや除却により、耐震性を満たさない建築物が減るため、建築物全体における耐震化率は向上します（以下「建替等に伴う更新」という。）。

これまでの建替え等の動向を踏まえ、これまでと同じペースで建替え等が推移するとした場合の平成27年時点における住宅の耐震化率を推計します（表－12）。
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（表－12）建替等に伴う更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計　　　（単位：戸）

	
	
	平成15年
	平成27年

	
	住宅の総数 (a)
	15,600
	15,680

	
	
	耐震性を満たすもの（b=d+f+g）
	9,627
	11,937

	
	
	耐震化率（c=b/a）
	61.7％
	76.1％

	
	
	昭和56年以降に建てられたもの（d）
	8,490
	10,700

	
	
	昭和55年以前に建てられたもの（e）
	7,110
	4,980

	
	
	耐震診断結果が耐震上支障がないとされるもの（f）
	1,137
	　　　　1,137

	
	
	耐震改修を実施したことにより耐震性を有するもの（g）
	0
	100

	
	
	耐震性が不十分なもの（h）
	5,973
	3,743


[image: image5.emf]《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》

11,937戸

8,475戸

2,175戸

1,686戸

1,129戸

1,568戸

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

住宅 持ち家

[image: image6.emf]81棟

16棟

11棟

0

20

40

60

80

100

120

特定建築物

耐震性が不十分なもの

耐震改修が必要なもの

耐震性を満たすもの


[image: image7.emf]《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》
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また、同様にこれまでと同じペースで建替え等が推移した場合の平成27年時点における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率を推計します（表－13）。
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（表－13）建替等に伴う更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計（単位：棟）

	多数の者が利用する

特定建築物の区分
	Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物
	Ⅱ災害時に避難施設

となる

建築物
	Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物
	Ⅳ被災時

要援護者が

利用する

建築物
	Ⅴその他

の建築物
	合　計

	具体的な用途
	事務所（庁舎等）、保健所等公益的な施設
	学校（幼稚園を除く）、

体育館
	病院、

診療所
	幼稚園、

保育園、

老人ホーム、その他の社会福祉施設
	ホテル、

旅館、工場共同住宅（賃貸）等
	

	平成18年における

棟総数（a）
	３
	15
	3
	9
	68
	98

	平成27年における
総棟数（推計値）（b）
	3
	15
	3
	9
	78
	108

	
	耐震性を満たすもの（c=e+g）
	0
	9
	0
	8
	64
	81


	
	耐震化率(d=c/b)
	0％
	60.0％
	0％
	88.9％
	82.1％
	75.0％

	
	昭和57年以降に建築された棟数（e）
	0
	8
	0
	7
	58
	73

	
	昭和56年以前に建築された棟数（f）
	3
	7
	3
	2
	20
	35

	
	
	耐震性を有しているもの又は有していると推測されるもの（g）
	0
	1
	0
	1
	6
	8

	
	
	耐震性がないもの又はないと推測されるもの（h）
	3
	6
	3
	1
	14
	27


(2)  耐震化率の目標の設定

国の基本方針において、「住宅及び多数の者が利用する建築物の耐震化率について、現状の約75％を、平成27年までに少なくとも９割にすることを目標とする。」とされていること及び県計画の耐震化率の目標並びに本市において想定される地震の規模、被害の状況及び耐震化の現状を踏まえ、市内の地震被害想定の半減化を目指して、平成27年における耐震化率の目標を以下のとおりとします。
[image: image10.emf]《市営住宅の耐震化の現状》

100棟

30.0%

233棟

70.0%

耐震性を満たすもの

耐震性が不明なもの


	ア　住宅については、耐震化率の目標を90％とします。
イ　多数の者が利用する特定建築物については、耐震化率の目標を90％とします。
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目標の達成に向けては、今後8年間で建替等に伴う更新による実施数に加え、市民に対する周知や施策の推進により、住宅にあっては2,175戸の、持ち家にあっては1,686　　　　

戸の、多数の者が利用する特定建築物にあっては16棟の耐震改修が必要になります。

（表－14、15－1）



（表－14）平成27年における住宅の耐震化率の目標　　　　　　　　　　　　　　（単位：戸）

	
	
	住　      宅

	
	
	
	持ち家

	
	平成15年における住宅総数（a）
	15,600
	11,560

	
	
	耐震性を満たすもの(b)
	9,627
	6,429

	
	
	耐震化率(c=b/a)
	61.7％
	55.6％

	
	平成27年における住宅総数の推計値（d）
	15,680
	11,290

	
	
	
	建替え等がこのままの状況で推移した場合、平成

27年の時点で耐震性を満たすと推測されるもの

（建替等に伴う更新による）(e)
	11,937
	8,475

	
	
	
	建替等に伴う更新による平成27年における
耐震化率（f=e/d）
	76.1％
	75.1％

	
	
	
	目標(90％)を達成するために平成27年時点で　耐震性を満たす必要がある戸数(g)
	　　　14,112
	10,161


	
	
	平成27年までに耐震改修が必要な戸数（h=g-e）
	2,175
	1,686

	
	平成27年における耐震化率の目標(i=g/d)
	90.0％
	90.0％


（表－15－1）平成27年における特定建築物の耐震化率の目標　　　　　　　　　　　（単位：棟）
	
	
	多数の者が利用する特定建築物

	
	平成18年における棟総数（a）
	98

	
	
	耐震性を満たすもの(b)
	69

	
	
	耐震化率(c=b/a)
	70.4％

	
	平成27年における棟総数の推計値（d）
	108


	
	
	建替え等がこのままの状況で推移した場合、平成27年の時点で耐震性を満たすと推測されるもの（建替等に伴う更新による）(e)
	81

	
	
	建替等に伴う更新による平成27年における耐震化率（f=e/d）
	75.0％

	
	
	目標(90％)を達成するために平成27年時点で耐震性を満たす必要がある棟数(g)
	97

	
	
	平成27年までに耐震改修が必要な棟数（h=g-e）
	16

	
	平成27年における耐震化率の目標(i=g/d)
	90.0％


(3) 地震災害時に特に重要となる建築物の耐震化の促進
地震災害時に、避難施設となる学校等やけが人の手当を行う病院・診療所及び災害弱者が利用する社会福祉施設等については、規模や設置主体（民間又は公共）に関わらず、特に耐震化の促進が必要な建築物です。

多数の者が利用する特定建築物について地震防災上の観点から、用途を５つの区分に分類し、そのそれぞれについて現状の耐震化の状況等を踏まえ、次のとおり目標を設定します（表－15－2）。

	Ⅰ　災害応急対策を実施する拠点となる建築物　　 　　 100％
Ⅱ　災害時に避難施設となる建築物　　　　　　　　　　９０％
Ⅲ　災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物　　100％
Ⅳ　被災時要援護者が利用する建築物　　　　　　　　　９０％
Ⅴ　その他の建築物　　　　　　　　　　　　　　　　　９０％


　　
（表－15－2）平成27年における特定建築物の耐震化率の目標（詳細）　　　　　　　（単位：棟）

	多数の者が利用する

特定建築物の区分
	Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物
	Ⅱ災害時に避難施設

となる

建築物
	Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物
	Ⅳ被災時

要援護者が

利用する

建築物
	Ⅴその他

の建築物
	合　計

	具体的な用途
	事務所（庁舎等）、保健所等公益的な施設
	学校（幼稚園を除く）、

体育館
	病院、

診療所
	幼稚園、

保育園、

老人ホーム、その他の社会福祉施設
	ホテル、

旅館、工場共同住宅（賃貸）等
	

	平成18年における棟総数（a）
	３
	15
	3
	9
	68
	98

	
	耐震性を満たすもの(b)
	0
	9
	0
	8
	52
	69

	
	耐震化率(c=b/a)
	0％
	60.0％
	0％
	88.9％
	76.5％
	70.4％

	平成27年における棟総数の推計値（d）
	3
	15
	3
	9
	78
	108

	
	建替え等がこのままの状況で推移した場合、平成27年の時点で耐震性を満たすと推測されるもの（建替等に伴う更新）(e)
	0
	9
	0
	8
	64
	81

	
	建替等に伴う更新による平成27年における耐震化率（f=e/d）
	0％
	60.0％
	0％
	88.9％
	82.1％
	75.0％

	
	目標を達成するために平成27年時点で耐震性を満たす必要がある棟数(g)
	3
	13
	3
	8
	70
	97

	
	
	平成27年までに耐震改修が必要な棟数
（h=g-e）
	3
	4
	3
	0
	6
	16

	
	平成27年における

用途区分別の

耐震化率の目標
	100.0％
	90.0％
	100.0％
	90.0％
	90.0％
	90.0％


４　公共建築物の耐震化の目標等

公共建築物は、災害時に、①庁舎は被害情報の収集や災害対策指示が行われ、②学校は避難場所等として活用され、③病院は災害による負傷者の治療が行われるなど、多くの公共建築物が応急活動の拠点として活用されます。このため、災害時の拠点施設としての機能確保の観点から耐震化を進める必要があります。

公共建築物のうち市有施設（以下「市有施設」という。）にあっては、以下の考え方に沿って耐震化を推進します。

(1)  市有施設の耐震化の基本方針

市有施設については、災害時に拠点となる施設及び多数の者が利用する特定建築物（以下「災害拠点施設等」という。）に関し、重点的に耐震化を進めることとします。

(2)  市有施設の耐震化の現状と目標
現在、市有施設のうち災害拠点施設等（市営住宅を除く。以下同じ。）は70棟あり、昭和56年以前に建てられたものが35棟（構成比50.0％）で、そのうち耐震性を有するもの又は耐震性を有すると推測されるものは10棟で、昭和57年以降に建てられた35棟を加えた45棟が耐震性を有していると考えられ、現状での耐震化率は64.3％となります。

市有施設の平成27年における耐震化率の目標は、災害拠点施設等において100％とします（表－16）。

（表－16）市有施設のうち災害拠点施設等の耐震化の現状及び目標　　　　　　　　　　（単位：棟）

	建築物の分類
	本庁舎、
支所庁舎、

消防署等
	小中学校、体育館
	病院、

診療所
	社会福祉

施設等
	左記以外の用途
	合　計

	総棟数（a=d+e）
	3
	50
	1
	9
	7
	70

	
	耐震性があると判断されるもの　（b=d+f）
	0
	33
	1
	6
	5
	45

	
	
	耐震化率

（c=b/a）
	0％
	66.0％
	100％
	66.7％
	71.4％
	64.3％

	
	昭和57年以降に建築された棟数（d）
	0
	23
	1
	6
	5
	35

	
	昭和56年以前に建築された棟数（e）
	3
	27
	0
	3
	2
	35

	
	
	耐震性を有するもの又は有すると推測されるもの（f）
	0
	10
	0
	0
	0
	10

	
	
	耐震化が必要なもの）（ｇ）※
	3
	17
	0
	3
	2
	25

	

	平成27年における

耐震化率の目標
	100％


 　

(3)  耐震化を推進するための整備プログラムの策定

施設の耐震性能及び老朽度を勘案し、建替えの可能性も視野に入れながら優先度の高いものから、順次耐震改修を行います。市有施設の耐震化を迅速かつ効率的に推進するため、４(1)の基本方針に沿って、「市有施設耐震化整備プログラム（仮称）」を下記順位付けに基づき別途策定します。整備プログラムでは、各年次計画として定めることとし、個別の建築物の耐震化の時期をできるかぎり明示するものとします。

ア　 耐震診断について

（表―1７）により平成23年度までに診断を完了させることとします。

　　　　（表－1７）耐震診断の優先順位　

	順　位
	建　築　物　区　分

	１
	事務所（庁舎等）

	2
	学校（小・中学校）

	３
	上記以外の市有施設


イ　耐震改修について

（表―1８）により平成27年度までに改修を完了させることとします。
（表－1８）耐震改修の優先順位
	順　位
	建　築　物　区　分

	１
	事務所（庁舎等）

	２
	学校（小・中学校）

	３
	上記以外の市有施設


　　　　　建築物の用途等による優先順位を定め、緊急度の高いものから、順次、耐震改修を実施します。
(4) 公営住宅（市営住宅）の耐震化の現状及び目標

市有施設のうち市営住宅は、9団地他、840戸、333棟を管理しています（平成1９年10月１日現在）。そのうち昭和56年以前に建築されたものは233棟（除却予定含む）で、現在耐震性が確認されているのは0棟です。昭和57年以降に建築されたものは100棟で、現在の耐震化率は30.0％となっています（表－１９）。

　　　　また、平成27年における市営住宅全体の耐震化率の目標値を100％とします。
（表－19）市営住宅の耐震化の現状と目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：棟)

	建築物の分類
	低　層
	中・高層
	合　　計

	構造・規模等
	平屋・２階建て
	３階建て以上
	

	総棟数（a）

（構成比）
	326
(97.9%)
	７
(2.1%)
	333
(100%)

	耐震性を満たしているもの（b）
	94
	6
	100

	耐震化率(c=b/a)
	28.8％
	85.7％
	30.0％

	昭和57年以降に建築された棟数（d）
	94
	6
	100

	昭和56年以前に建築された棟数
（e）
	232
	1
	233

	
	耐震性を有するもの（f）
	
	
	

	
	未診断(g)
	232
	1
	233

	耐震化率の目標(h)
	100％
	100％
	100％


(5) 耐震診断結果の公表等

市有施設にあっては、耐震化の状況を、別途市のホームページ等で公表することとします。














































４　予算要求額

















7億9,194万1千円





財源内訳


　県債(起債充当率90%)　  7億1,200万円


　一般財源　　　　 　　　　　 7,994万1千円
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（除却等を含む）
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上記、耐震化には、除却・改築等を含む。
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		平成１５年		平成１５年

		平成２７年		平成２７年



耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《建替等に伴う更新による平成27年に
おける住宅の耐震化率の推計》

9,627戸
61.7％

11,937戸
76.1％

5,973戸
38.3%

3,743戸
23.9%

9627

5973

12267

3533



Sheet1

		

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数 ケンチクジキベツジュウタクコスウ		425,800		309,200

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（市部） ケンチクジキベツジュウタクコスウシブ		301,880		203,080

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（町村部） ケンチクジキベツジュウタクコスウチョウソンブ		123,920		106,120

				戸建て コダ		長屋建て ナガヤタ		共同建て キョウドウタ

		建方別戸数 タカタベツコスウ		562,900		28,900		143,200

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		住宅における耐震化の現状 ジュウタクタイシンカゲンジョウ		499,400		235,600

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		持ち家における耐震化の現状 モイエタイシンカゲンジョウ		322,600		208,400

				耐震性を有するもの又は有すると推測されるもの タイシンセイユウマタユウスイソク		耐震性がないもの又はないと推測されるもの タイシンセイマタスイソク

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　		5,404		1,771

				Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物		Ⅱ災害時に避難施設となる建築物		Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物		Ⅳ被災時要援護者が利用する建築物 ケンチクブツ		Ⅴその他の建築物

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状		250		1,982		279		347		4,317

										平成１５年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		9,627		12,267

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		5,973		3,533

								自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計

								自然更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計

										平成１８年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		5,404		6,450

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		1,771		1,515

										住宅 ジュウタク		持ち家 モイエ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		618,100		440,300

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		46,700		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		74,200		53,400

										特定建築物 トクテイケンチクブツ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		6,450

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		741

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		774

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性がないと推測されるもの タイシンセイミマタタイシンセイスイソク

		災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ		894		473

								災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ

						耐震性を満たすもの タイシンセイミ		952

						耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		415

				低層 テイソウ		中・高層 ナカコウソウ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,437		375

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性が不明なもの タイシンセイフメイ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,160		652
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建築時期別住宅の戸数

《建築時期別住宅の戸数》

S56以降建築425,800戸 57.9%

S55以前建築309,200戸 42.1%
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建築時期別住宅の戸数（市部）

《建築時期別住宅の戸数（市部）》

S55以前建築 203,080戸
40.2%

S56以降建築 301,880戸 59.8%
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建築時期別住宅の戸数（町村部）

《建築時期別住宅の戸数（町村部）》

S55以前建築 
106,120戸
46.1%

S56以降建築
123,920戸
53.9%
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建方別戸数

《建方別戸数》

長屋建て, 
28,900戸,
3.9%

戸建て, 
562,900戸, 
76.6%

共同建て, 143,200戸, 
19.5%
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住宅における耐震化の現状

《住宅における耐震化の現状》

499,400戸 
67.9%

235,600戸
32.1%
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持ち家における耐震化の現状

《持ち家における耐震化の現状》

322,600戸
60.8%

208,400戸
39.2%



		0

		0



多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》　

5,404棟
75.3%

1,771棟
24.7%
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》

Ⅴ
4,317棟
60%

Ⅰ
250棟
3%

Ⅱ
1,982棟
28%

Ⅳ
347棟
5%

Ⅲ
279棟
4%



		0		0
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耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《建替等に伴う更新による平成27年に
おける住宅の耐震化率の推計》

618,100戸
83.6％

499,400戸
67.9％

120,900戸

235,600戸



		平成１８年		平成１８年

		平成２７年		平成２７年



耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《自然更新による平成27年における多数の者
が利用する特定建築物の耐震化率の推計》

6,450棟
81.0％

5,404棟
75.3％

1,515棟

1,771棟

5404

1771

6450

1515
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》

618,100戸

440,300戸

46,700戸

40,300戸

53,400戸

74,200戸



		0		0		0



耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

6,450棟

741棟

774棟
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災害拠点施設等

《県有施設のうち災害拠点施設等の耐震化の現状》

894棟
65.4%

473棟
34.6%



		0		0



耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる棟数》

952棟

415棟
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		0



県営住宅

《県営住宅の状況》

1,437棟
79.3%

375棟
20.7%



		0

		0



県営住宅

《県営住宅の耐震化の現状》

652棟
36.0%

1,160棟
64.0%
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		特定建築物		特定建築物		特定建築物



耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

81棟

16棟

11棟

79
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本文用

		

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数 ケンチクジキベツジュウタクコスウ		425,800		309,200

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（市部） ケンチクジキベツジュウタクコスウシブ		301,880		203,080

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（町村部） ケンチクジキベツジュウタクコスウチョウソンブ		123,920		106,120

				戸建て コダ		長屋建て ナガヤタ		共同建て キョウドウタ

		建方別戸数 タカタベツコスウ		562,900		28,900		143,200

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		住宅における耐震化の現状 ジュウタクタイシンカゲンジョウ		499,400		235,600

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		持ち家における耐震化の現状 モイエタイシンカゲンジョウ		322,600		208,400

				耐震性を有するもの又は有すると推測されるもの タイシンセイユウマタユウスイソク		耐震性がないもの又はないと推測されるもの タイシンセイマタスイソク

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　		5,404		1,771

				Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物		Ⅱ災害時に避難施設となる建築物		Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物		Ⅳ被災時要援護者が利用する建築物 ケンチクブツ		Ⅴその他の建築物

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状		250		1,982		279		347		4,317

										平成１５年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		499,400		618,100

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		235,600		120,900

								自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計

								自然更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計

										平成１８年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		5,404		6,450

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		1,771		1,515

										住宅 ジュウタク		持ち家 モイエ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		618,100		440,300

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		46,700		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		74,200		53,400

										特定建築物 トクテイケンチクブツ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		79

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		15

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		11

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性がないと推測されるもの タイシンセイミマタタイシンセイスイソク

		災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ		894		473

								災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ

						耐震性を満たすもの タイシンセイミ		952

						耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		415

				低層 テイソウ		中・高層 ナカコウソウ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,437		375

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性が不明なもの タイシンセイフメイ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,160		652
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建築時期別住宅の戸数

《建築時期別住宅の戸数》

S56以降建築425,800戸 57.9%

S55以前建築309,200戸 42.1%



概要版用
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建築時期別住宅の戸数（市部）

《建築時期別住宅の戸数（市部）》

S55以前建築 203,080戸
40.2%

S56以降建築 301,880戸 59.8%
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建築時期別住宅の戸数（町村部）

《建築時期別住宅の戸数（町村部）》

S55以前建築 
106,120戸
46.1%

S56以降建築
123,920戸
53.9%
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建方別戸数

《建方別戸数》

長屋建て, 
28,900戸,
3.9%

戸建て, 
562,900戸, 
76.6%

共同建て, 143,200戸, 
19.5%
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住宅における耐震化の現状

《住宅における耐震化の現状》

499,400戸 
67.9%

235,600戸
32.1%
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持ち家における耐震化の現状

《持ち家における耐震化の現状》

322,600戸
60.8%

208,400戸
39.2%
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》　

5,404棟
75.3%

1,771棟
24.7%
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》

Ⅴ
4,317棟
60%

Ⅰ
250棟
3%

Ⅱ
1,982棟
28%

Ⅳ
347棟
5%

Ⅲ
279棟
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耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《建替等に伴う更新による平成27年に
おける住宅の耐震化率の推計》

618,100戸
83.6％

499,400戸
67.9％

120,900戸

235,600戸



		0		0

		0		0



耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《建替等に伴う更新による平成27年における
多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計》

6,450棟
81.0％

5,404棟
75.3％

1,515棟

1,771棟



		0		0		0

		0		0		0



耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》

440,300戸

618,100戸

40,300戸

47,000戸

73,900戸

53,400戸



		0		0		0



耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

6,450棟

719棟

796棟
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災害拠点施設等

《県有施設のうち災害拠点施設等の耐震化の現状》

894棟
65.4%

473棟
34.6%
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる棟数》

952棟

415棟
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県営住宅

《県営住宅の状況》

1,437棟
79.3%

375棟
20.7%
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県営住宅

《県営住宅の耐震化の現状》

652棟
36.0%

1,160棟
64.0%



		

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数 ケンチクジキベツジュウタクコスウ		425,800		309,200

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（市部） ケンチクジキベツジュウタクコスウシブ		301,880		203,080

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（町村部） ケンチクジキベツジュウタクコスウチョウソンブ		123,920		106,120

				戸建て コダ		長屋建て ナガヤタ		共同建て キョウドウタ

		建方別戸数 タカタベツコスウ		562,900		28,900		143,200

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		住宅における耐震化の現状 ジュウタクタイシンカゲンジョウ		499,400		235,600

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		持ち家における耐震化の現状 モイエタイシンカゲンジョウ		322,600		208,400

				耐震性を有するもの又は有すると推測されるもの タイシンセイユウマタユウスイソク		耐震性がないもの又はないと推測されるもの タイシンセイマタスイソク

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　		5,404		1,771

				Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物		Ⅱ災害時に避難施設となる建築物		Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物		Ⅳ被災時要援護者が利用する建築物 ケンチクブツ		Ⅴその他の建築物

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状		250		1,982		279		347		4,317

										平成１５年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		322,600		440,300

								今後耐震化が必要なもの コンゴタイシンカヒツヨウ		0		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		208,400		53,400

										531,000		534,000

								自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計

								自然更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計

										平成１８年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		5,404		6,450

								今後耐震化が必要なもの コンゴタイシンカヒツヨウ		0		719

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		1,771		796

										住宅 ジュウタク		持ち家 モイエ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		618,100		440,300

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		46,700		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		74,200		53,400

										特定建築物 トクテイケンチクブツ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		6,450

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		741

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		774

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性がないと推測されるもの タイシンセイミマタタイシンセイスイソク

		災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ		894		473

								災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ

						耐震性を満たすもの タイシンセイミ		952

						耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		415

				低層 テイソウ		中・高層 ナカコウソウ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,437		375

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性が不明なもの タイシンセイフメイ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,160		652
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建築時期別住宅の戸数

《建築時期別住宅の戸数》

S56以降建築425,800戸 57.9%

S55以前建築309,200戸 42.1%
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建築時期別住宅の戸数（市部）

《建築時期別住宅の戸数（市部）》

S55以前建築 203,080戸
40.2%

S56以降建築 301,880戸 59.8%
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建築時期別住宅の戸数（町村部）

《建築時期別住宅の戸数（町村部）》

S55以前建築 
106,120戸
46.1%

S56以降建築
123,920戸
53.9%
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		0

		0



建方別戸数

《建方別戸数》

長屋建て, 
28,900戸,
3.9%

戸建て, 
562,900戸, 
76.6%

共同建て, 143,200戸, 
19.5%
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住宅における耐震化の現状

《住宅における耐震化の現状》

499,400戸 
67.9%

235,600戸
32.1%
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持ち家における耐震化の現状

《持ち家における耐震化の現状》

322,600戸
60.8%

208,400戸
39.2%



		0

		0



多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》　

5,404棟
75.3%

1,771棟
24.7%
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》

Ⅴ
4,317棟
60%

Ⅰ
250棟
3%

Ⅱ
1,982棟
28%

Ⅳ
347棟
5%

Ⅲ
279棟
4%



		0		0		0
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》

618,100戸

440,300戸

47,000戸

40,300戸

53,400戸

73,900戸
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

6,450棟

719棟

796棟
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災害拠点施設等

《県有施設のうち災害拠点施設等の耐震化の現状》

894棟
65.4%

473棟
34.6%
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県営住宅

《県営住宅の状況》

1,437棟
79.3%

375棟
20.7%
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県営住宅

《県営住宅の耐震化の現状》

652棟
36.0%

1,160棟
64.0%
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7.5％

53,400戸

208,400戸

0

0

0

0

0

0

531,000戸

（戸）

534,000戸

耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる棟数》

952棟

415棟
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Graph8

		住宅		住宅		住宅

		持ち家		持ち家		持ち家



耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》

11,937戸

8,475戸

2,175戸
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本文用

		

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数 ケンチクジキベツジュウタクコスウ		425,800		309,200

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（市部） ケンチクジキベツジュウタクコスウシブ		301,880		203,080

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（町村部） ケンチクジキベツジュウタクコスウチョウソンブ		123,920		106,120

				戸建て コダ		長屋建て ナガヤタ		共同建て キョウドウタ

		建方別戸数 タカタベツコスウ		562,900		28,900		143,200

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		住宅における耐震化の現状 ジュウタクタイシンカゲンジョウ		499,400		235,600

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		持ち家における耐震化の現状 モイエタイシンカゲンジョウ		322,600		208,400

				耐震性を有するもの又は有すると推測されるもの タイシンセイユウマタユウスイソク		耐震性がないもの又はないと推測されるもの タイシンセイマタスイソク

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　		5,404		1,771

				Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物		Ⅱ災害時に避難施設となる建築物		Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物		Ⅳ被災時要援護者が利用する建築物 ケンチクブツ		Ⅴその他の建築物

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状		250		1,982		279		347		4,317

										平成１５年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		499,400		618,100

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		235,600		120,900

								自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計

								自然更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計

										平成１８年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		5,404		6,450

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		1,771		1,515

										住宅 ジュウタク		持ち家 モイエ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		12,267		9,090

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		1,953		1,447

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		1,580		1,171

										特定建築物 トクテイケンチクブツ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		72

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		15

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		774

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性がないと推測されるもの タイシンセイミマタタイシンセイスイソク

		災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ		70		41

								災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ

						耐震性を満たすもの タイシンセイミ		952

						耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		415

				低層 テイソウ		中・高層 ナカコウソウ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,437		375

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性が不明なもの タイシンセイフメイ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,160		652
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建築時期別住宅の戸数

《建築時期別住宅の戸数》

S56以降建築425,800戸 57.9%

S55以前建築309,200戸 42.1%



概要版用
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建築時期別住宅の戸数（市部）

《建築時期別住宅の戸数（市部）》

S55以前建築 203,080戸
40.2%

S56以降建築 301,880戸 59.8%
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建築時期別住宅の戸数（町村部）

《建築時期別住宅の戸数（町村部）》

S55以前建築 
106,120戸
46.1%

S56以降建築
123,920戸
53.9%
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建方別戸数

《建方別戸数》

長屋建て, 
28,900戸,
3.9%

戸建て, 
562,900戸, 
76.6%

共同建て, 143,200戸, 
19.5%
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住宅における耐震化の現状

《住宅における耐震化の現状》

499,400戸 
67.9%

235,600戸
32.1%
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持ち家における耐震化の現状

《持ち家における耐震化の現状》

322,600戸
60.8%

208,400戸
39.2%
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》　

5,404棟
75.3%

1,771棟
24.7%
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》

Ⅴ
4,317棟
60%

Ⅰ
250棟
3%

Ⅱ
1,982棟
28%

Ⅳ
347棟
5%

Ⅲ
279棟
4%
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耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《建替等に伴う更新による平成27年に
おける住宅の耐震化率の推計》

618,100戸
83.6％

499,400戸
67.9％

120,900戸

235,600戸
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		0		0



耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《建替等に伴う更新による平成27年における
多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計》

6,450棟
81.0％

5,404棟
75.3％

1,515棟

1,771棟
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》

440,300戸

618,100戸

40,300戸

47,000戸

73,900戸

53,400戸
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

6,450棟

719棟

796棟
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災害拠点施設等

《市有施設のうち災害拠点施設等の耐震化の現状》

70棟
63.1%

41棟
36.9%
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる棟数》

952棟

415棟
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県営住宅

《県営住宅の状況》

1,437棟
79.3%

375棟
20.7%



		0

		0



県営住宅

《県営住宅の耐震化の現状》

652棟
36.0%

1,160棟
64.0%



		

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数 ケンチクジキベツジュウタクコスウ		425,800		309,200

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（市部） ケンチクジキベツジュウタクコスウシブ		301,880		203,080

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（町村部） ケンチクジキベツジュウタクコスウチョウソンブ		123,920		106,120

				戸建て コダ		長屋建て ナガヤタ		共同建て キョウドウタ

		建方別戸数 タカタベツコスウ		562,900		28,900		143,200

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		住宅における耐震化の現状 ジュウタクタイシンカゲンジョウ		499,400		235,600

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		持ち家における耐震化の現状 モイエタイシンカゲンジョウ		322,600		208,400

				耐震性を有するもの又は有すると推測されるもの タイシンセイユウマタユウスイソク		耐震性がないもの又はないと推測されるもの タイシンセイマタスイソク

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　		5,404		1,771

				Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物		Ⅱ災害時に避難施設となる建築物		Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物		Ⅳ被災時要援護者が利用する建築物 ケンチクブツ		Ⅴその他の建築物

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状		250		1,982		279		347		4,317

										平成１５年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		322,600		440,300

								今後耐震化が必要なもの コンゴタイシンカヒツヨウ		0		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		208,400		53,400

										531,000		534,000

								自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計

								自然更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計

										平成１８年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		5,404		6,450

								今後耐震化が必要なもの コンゴタイシンカヒツヨウ		0		719

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		1,771		796

										住宅 ジュウタク		持ち家 モイエ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		618,100		440,300

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		46,700		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		74,200		53,400

										特定建築物 トクテイケンチクブツ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		6,450

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		741

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		774

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性がないと推測されるもの タイシンセイミマタタイシンセイスイソク

		災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ		894		473

								災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ

						耐震性を満たすもの タイシンセイミ		952

						耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		415

				低層 テイソウ		中・高層 ナカコウソウ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,437		375

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性が不明なもの タイシンセイフメイ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,160		652
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建築時期別住宅の戸数

《建築時期別住宅の戸数》

S56以降建築425,800戸 57.9%

S55以前建築309,200戸 42.1%
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建築時期別住宅の戸数（市部）

《建築時期別住宅の戸数（市部）》

S55以前建築 203,080戸
40.2%

S56以降建築 301,880戸 59.8%
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建築時期別住宅の戸数（町村部）

《建築時期別住宅の戸数（町村部）》

S55以前建築 
106,120戸
46.1%

S56以降建築
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Sheet1

		

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数 ケンチクジキベツジュウタクコスウ		425,800		309,200

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（市部） ケンチクジキベツジュウタクコスウシブ		301,880		203,080

				S56以降建築 イコウケンチク		S55以前建築 イゼンケンチク

		建築時期別住宅の戸数（町村部） ケンチクジキベツジュウタクコスウチョウソンブ		123,920		106,120

				戸建て コダ		長屋建て ナガヤタ		共同建て キョウドウタ

		建方別戸数 タカタベツコスウ		562,900		28,900		143,200

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		住宅における耐震化の現状 ジュウタクタイシンカゲンジョウ		499,400		235,600

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		持ち家における耐震化の現状 モイエタイシンカゲンジョウ		322,600		208,400

				耐震性を有するもの又は有すると推測されるもの タイシンセイユウマタユウスイソク		耐震性がないもの又はないと推測されるもの タイシンセイマタスイソク

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　		5,404		1,771

				Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物		Ⅱ災害時に避難施設となる建築物		Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物		Ⅳ被災時要援護者が利用する建築物 ケンチクブツ		Ⅴその他の建築物

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状		250		1,982		279		347		4,317

										平成１５年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		499,400		618,100

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		235,600		120,900

								自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計

								自然更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計

										平成１８年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		69		84

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		29		22

										住宅 ジュウタク		持ち家 モイエ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		618,100		440,300

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		46,700		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		74,200		53,400

										特定建築物 トクテイケンチクブツ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		6,450

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		741

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		774

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性がないと推測されるもの タイシンセイミマタタイシンセイスイソク

		災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ		894		473

								災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ

						耐震性を満たすもの タイシンセイミ		952

						耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		415

				低層 テイソウ		中・高層 ナカコウソウ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,437		375

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性が不明なもの タイシンセイフメイ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		1,160		652
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県営住宅

《市営住宅の状況》
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Sheet1

		

				S55以前建築 イゼンケンチク		S56以降建築 イコウケンチク

		建築時期別住宅の戸数 ケンチクジキベツジュウタクコスウ		309,200		425,800

				S55以前建築 イゼンケンチク		S56以降建築 イコウケンチク

		建築時期別住宅の戸数（市部） ケンチクジキベツジュウタクコスウシブ		203,080		301,880

				S55以前建築 イゼンケンチク		S56以降建築 イコウケンチク

		建築時期別住宅の戸数（町村部） ケンチクジキベツジュウタクコスウチョウソンブ		106,120		123,920

				持ち家 モイエ		長屋 ナガヤ		共同住宅 キョウドウジュウタク

		建方別戸数 タカタベツコスウ		562,900		28,900		143,200

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		住宅における耐震化の現状 ジュウタクタイシンカゲンジョウ		499,400		235,600

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		持ち家における耐震化の現状 モイエタイシンカゲンジョウ		322,600		208,400

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性が不明なもの タイシンセイミマタタイシンセイフメイ

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　		5,238		1,937

				Ⅰ災害応急対策を実施する拠点となる建築物		Ⅱ災害時に避難施設となる建築物		Ⅲ災害時に負傷者等の対応を行う拠点となる建築物		Ⅳ被災時要援護者が利用する建築物 ケンチクブツ		Ⅴその他の建築物

		多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状		250		1,982		279		347		4,317

										平成１５年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		499,400		618,100

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		235,600		120,900

								自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計

								自然更新による平成27年における多数の者が利用する特定建築物の耐震化率の推計

										平成１８年 ヘイセイネン		平成２７年 ヘイセイネン

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		5,238		6,284

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		1,937		1,681

										住宅 ジュウタク		持ち家 モイエ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		618,100		440,300

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		46,700		40,300

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		74,200		53,400

										特定建築物 トクテイケンチクブツ

								耐震性を満たすもの タイシンセイミ		6,284

								耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		907

								耐震性が不十分なもの タイシンセイフジュウブン		774

				耐震性を満たすもの タイシンセイミ		耐震性を満たさないもの又は耐震性がないと推測されるもの タイシンセイミマタタイシンセイスイソク

		災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ		894		473

								災害拠点施設等 サイガイキョテンシセツトウ

						耐震性を満たすもの タイシンセイミ		952

						耐震改修が必要なもの タイシンカイシュウヒツヨウ		415

				低層 テイソウ		中・高層 ナカコウソウ

		県営住宅 ケンエイジュウタク		327		7





Sheet1

		0

		0



建築時期別住宅の戸数

《建築時期別住宅の戸数》

S56以降建築425,800戸 57.9%

S55以前建築309,200戸 42.1%



Sheet2

		0

		0



建築時期別住宅の戸数（市部）
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県営住宅

《市営住宅の耐震化の現状》
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建築時期別住宅の戸数

《建築時期別住宅の戸数》

S56以降建築425,800戸 57.9%

S55以前建築309,200戸 42.1%
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建築時期別住宅の戸数（市部）

《建築時期別住宅の戸数（市部）》

S55以前建築 203,080戸
40.2%

S56以降建築, 301,880戸 59.8%
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建築時期別住宅の戸数（町村部）

《建築時期別住宅の戸数（町村部）》

S55以前建築
 106,120戸
 46.1%

S56以降建築
123,920戸
53.9%
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建方別戸数

《建方別戸数》

長屋, 
28,900戸,
3.9%

持ち家, 
562,900戸, 
76.6%

共同住宅, 143,200戸, 
19.5%
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住宅における耐震化の現状

《住宅における耐震化の現状》

499,400戸 
67.9%

235,600戸
32.1%
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持ち家における耐震化の現状

《持ち家における耐震化の現状》

322,600戸
60.8%

208,400戸
39.2%
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状　

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》　
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多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状

《多数の者が利用する特定建築物の耐震化の現状》
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耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《自然更新による平成27年における住宅の耐震化率の推計》
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耐震性を満たすもの

耐震性が不十分なもの

《自然更新による平成27年における多数の者
が利用する特定建築物の耐震化率の推計》
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる戸数・棟数》
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

耐震性が不十分なもの
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774棟
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災害拠点施設等

《県有施設のうち災害拠点施設等の耐震化の現状》
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耐震性を満たすもの

耐震改修が必要なもの

《今後平成27年までに耐震改修が必要となる棟数》
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県営住宅

《県営住宅の状況》
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県営住宅

《県営住宅の耐震化の現状》
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36.0%
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